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お子様の学業成績を把握します 

お子様の学習状況を把握することは、学校での成功に欠かせません。彼らの学習状況を

知ることで、効果的なサポートや指導が可能になります。お子様の学校では、試験や課

題など、さまざまな方法で学習状況を評価します。これらは、お子様の教育の道のりに

ついて重要な洞察を与えてくれます。 

学校は様々な方法でお子様の進歩に関する情報を共有します。お子様の成績やテストの

結果をメールやメッセージで送ってくることがあります。また、家に手紙を送ったり、

電話をかけたりすることもあります。どの学校にも保護者面談があり、ご家族が先生と

面談してお子様の成長を知ることができます。これらの会合に出席することが重要です。

英語に不安がある場合は、通訳者を依頼することもできます。担任の先生に相談し、ど

のような選択肢があるのかをお知りください  また、通訳者については、「Using 

interpreters (通訳者を使う)」のセクションをご覧ください。 

お子様の学力の伸びを理解することで、お子様を助け、サポートすることができます。

もしお子様が苦労している部分に気づいたら、さらなる支援を提供することができます。

家庭教師や自宅での追加練習などの選択肢もあります。お子様の功績や努力を称えるこ

とは、彼らが努力を続ける動機付けにもなります。お子様をサポートする方法と、学校

がお子様の成長をチェックする方法については、このまま読み進めてください。 

お子様の学業の進展状況を把握するために、どのような方法があ

りますか？ 
忙しくても、お子様を助けることはできます。お子様が学校でどのようにやっている

のか、何を学んでいるのかについて尋ねてください。子様が成長したら、学校に助けを

求めるように勧めてください。お子様は学び、成長するためのプログラムに参加するこ

とができます。以下はそのアイデアと例です。 
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英語が母国語でなくても、学校での経験が違っていても、お子様を助けることはできま

す。いろいろな方法でお子様を助けることができます。 

お子様の学習状況を把握しましょう。 

これにはいくつかの方法があります。多くの学校は、オンラインポータルを使って、 

お子様の学習状況を家族に知らせています。一般的なオンラインポータルには、Infinite 

Campus、Class Dojo、Bloomz、Power School が含まれます。また、担任の先生や学

校のスタッフに問い合わせることもできます。教師は保護者会のような学校行事で、 

お子様の進歩についてよく話します。 

最新情報を得てください。 

お子様は、学校で受け取った情報やプリントを共有するのを忘れるかもしれません。 

お子様が小さいうちは、宿題や学校からの連絡事項がリュックサックに入っていないか

チェックするのもよいでしょう。 

教師たちに、生徒の作品をどのように採点しているか問い合わせてくだ

さい。 

お子様の担任の先生に、どのように採点しているのか、どのように生徒の進歩をチェッ

クしているのかを尋ねてみましょう。この情報をどのようにあなたと共有するのかを尋

ねてください。学年やクラスの初めに先生に尋ねるのが一番です。そうすることで、 

あなたとお子様は、学習の進展状況について話し合うことができます。お子様がどのよ

うに採点され、評価されているかを尋ねるのに遅すぎるということはありません。 

質問できる事項： 

• 子どもの成績や学習状況について質問がある場合、どのように連絡すればよいで

すか？  

• 子どもへの課題はどのように評価されますか？  

• 子どもの成績はどこで確認できますか？  

• 子どもの成長を知るにはどうすればよいですか？  
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子どもの進歩や成績についてどのように共有するのか、教師に尋ねてみま

しょう。 

多くの学校では、生徒の成績、テストの点数、評価結果を記録するためにオンラインプ

ログラムを使用しています。学校は、家庭がこれらのオンラインプログラムにアクセス

できるよう支援する責任があります。生徒の成績やその他の結果に関する情報を家族が

理解できるように手助けしなければなりません。オンラインプログラムが役に立たな

かったり、希望する言語で利用できなかったりした場合は、お子様の成績や結果を別の

方法で確認するよう申し出てください。メールでも、直接でも、電話でも構いません。 

質問できる事項： 

• オンラインで子どもの成績を見ることができません。他に成績を見る方法はあり

ますか？ 

• 子どもの成績を見るにはどうすればよいですか？ 評価結果はどうなのですか？  

• 私の子どもの学習と成績についてもっと知るために、どうすればあなたと会うこ

とができますか？  

子どもの年齢別の学習をどのようにサポートすればよいですか？ 

小学校の期間、お子様をサポートしましょう。 

担任の先生にお子様の学習状況やサポート方法について相談することもできます。生徒

をどのように採点するのか、どのような評価を受けるのか、尋ねてみてもよいです。お

子様が年少の場合は、先生に相談してもよいでしょう。生徒をどのように採点するのか、

どのような評価を受けるのかを尋ねます。ご家庭での学習の際のヒントが得られます。

また、お子様についてや、お子様がどのように学ぶのが好きかについても話してくださ

い。お子様が学校の勉強に苦手意識を持っていたり、退屈していたり、不安を感じてい

たりする場合は、そのことを先生に伝えるのもよいでしょう。これが会話のトピックで

あることが多い親と教師の会議中に、お子様の成績と進歩について話すことができるこ

とを忘れないでください。必要であれば、事前に に通訳者を依頼します。 



                        
 

[著作権] ©2024 Center on Education and Training for Employment, The Ohio State University ページ 4/9 

先生と話しにくいと感じるかもしれません。お子様をサポートするためには、家族、 

教師、学校が良好なコミュニケーションをとることが重要であることを忘れないでくだ

さい。 

中学・高校時代のお子様のサポート。 

子どもが成長すれば、自分の学習をもっとコントロールできるようになるかもしれませ

ん。中学生や高校生は、成績についてよりよく理解しています。学校で何が期待されて

いるかを、年少の児童よりも理解しています。 

• 成績や学習についてお子様に話します。こうすることで、あなたがお子様の学力

に自信を持っていることを示すことができます。自分の教育に責任を持たせます。 

• 必要なときには助けを求めることができることをお子様に教えます。学校生活を

通して、お子様と学校について話し合うことが大切です。 

• お子様が混乱したり、苛立ったり、もっと手助けが必要だと感じているときは、

先生と面談することが助けになることがあります。時には、両親や介護者もミー

ティングに参加することが役に立つこともあります。また、お子様が自分で先生

と面談できる場合もあります。授業前や授業後に先生と話をさせるといった簡単

なことでもよいのです。お子様が一人で先生と面談した場合、お子様にその時の

様子を聞いてみるとよいでしょう。助けを求め、自分の教育に責任を持つことを

褒めます。 

お子様への質問：  

成績に関する質問  

• 自分の成績についてどう感じているか？  

• 授業ではどのように採点されるのか？  

• 自分の成績をどうやって知るのか？  

お子様の成長に関するご質問  

• 学校ではどうか？  

• 学校での進歩についてどう感じているか？  
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• どんなテーマについて学ぶのが好きか？  

• 自信のある科目は何か？  

学習をサポートする質問  

• どこを改善できると思うか？  

• 心配なクラスがあるか？  

• 最も努力しなければならないテーマや科目は何か？  

• どの科目や分野について、より詳しいサポートをご希望するか？  

• 成功するために必要な支援を受けていると感じているか？  

• どう助けられるか？  

学校が学業成績をチェックするさまざまな方法 
評価やテストの結果は、お子様の学力向上を理解する上で重要な役割を果たします。 

その結果、お子様がどのような点で優れていて、どこを改善すればよいかがわかります。

成績表、テストの点数、教師からのフィードバックなども、お子様の成長を確認する方

法です。詳しくはこのセクションをご覧ください。 

評価と州テスト 

評価は、生徒の学力向上を知るために行われます。従来のテストだけでなく、教室での

アクティビティも含まれます。これらのアクティビティは、教師が各生徒にいつ追加の

手助けや練習が必要か、またいつ先に進む準備ができているかを判断するのに役立ち

ます。 

また、生徒の英語力をチェックするためのテストも行われます。英語レベルが習

熟度以下の生徒は英語学習者とみなされます。毎年英語のテストを受け、上達度

をチェックします。 

州テストは、特定の教科分野における Ohio 州学習基準に基づき、生徒の学力向上を測

るものです。テスト結果は、Ohio 州の学校成績表で共有される各公立学校の成績測定

にも役立ちます。 

https://reportcard.education.ohio.gov/home
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3年生から 8年生と高校生は、英語の芸術と数学でOhio州の州のテストを受講します。

中学校と高校では、生徒は科学と社会科の州のテストを受けることができます。 

Ohio’s State Tests (Ohio 州の州テスト) の詳細については、Ohio Department of 

Education and Workforce のウェブサイトをご覧ください。 

成績は生徒の学業を測るために用いられます。学校によって成績評価は異なります。

同じ学校の教師でも採点が異なることがあります。成績評価システムによっては、授業

での評価やテストのみを含み、宿題を除外する場合もあります。また、マスタリー・

ラーニングを重視する者もいます。基準に基づいた成績表もあります。ここには書きき

れないほど多くのシステムがあります。しかし、家庭は学校や教師の成績評価システム

を理解する必要があります。学校や担任の先生がどのように採点しているかを確認する

ことが大切です。Ohio 州での一般的な成績評価方法を紹介します。 

小学校および幼児期の成績評価 

幼稚園や小学校など、学校に通い始めて間もない時期には、学校は学年を文字で表すこ

とがあります。それぞれの文字は、子どもがどれだけスキルや概念を学んだかを説明す

る単語を表しています。 

一般的な成績評価尺度の例： 

文字 意味 
O 優秀 
S 良 
N 改善が必要 
U 不十分 

 
文字 意味 
E 期待以上 
M 期待通り 
P 進展中 
I 進展不十分 

 

https://education.ohio.gov/Topics/Learning-in-Ohio/OLS-Graphic-Sections/Assessments
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中学校と高校における成績評価 

中学校や高校では、成績に文字を使うこともあります。アルファベットは、通常 0 から

100 までの数字を表しています。数字が小さいほどスコアは低いです 数字が大きいほ

ど良い（高い）成績です。 

生徒の成績は合計 100点から差し引かれることがあります。これは、課題やタスクの結

果に基づいています。学校によっては 10 点減点されることもあります（10 点満点）。

また、7 点減点する場合もあります（7 段階評価）。 

つまり、10 点満点の採点基準では、ある評点と別の評点の差は 10 点です。7 段階評価

の場合、その差は 7 点です。 

いずれにせよ、どちらの成績評価尺度も A を最高点、F を最低点とします。 

採点基準は次のようなものです： 

文字 10 段階評価 7 段階評価 
A 100 - 90 100 - 93 
B 89 - 80 92 - 85 
C 79 - 70 84 - 78 
D 69 - 60 77 - 70 
F 59 以下 69 以下 

 
評定平均値（GPA: Grade Point Average） 

中学校および高校では、生徒の成績を合計して評定平均値（または GPA）として報告

することができます。生徒の GPA は、雇用主や大学が奨学金やキャリアの機会を得る

ために評価するものです。 

成績表 

成績表は、学校が家庭や生徒と最終成績を共有するために使用します。自宅に送付する

か、オンラインで公開します。成績表は生徒の学校での永久的な記録の一部です。 
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進展経過報告 

多くの学校は、学年が始まって数カ月後に、進展報告書を家庭に送っています。この報

告書は、家庭や生徒が、子どもが学校で教えられていることをどの程度学んでいるかを

知るのに役立ちます。この報告書は、教師や家庭が生徒の優れている点や改善すべき点

を理解するのに役立ちます。 

成績表や進展報告書がいつ、どのように家庭と共有されるかについては、学校に確認し

ます。 

 その他のリソース 

採点に関する資料や情報は下記をご覧ください。 

• NCELA Family Toolkit の第 6 章を選択して、「Helping Your Child Be Successful 

in School （学校で成功するのを助ける）」セクションから詳細をご覧ください。

4 つの言語（英語、アラビア語、中国語、スペイン語）でご利用いただけます。

https://ncela.ed.gov/educator-support/toolkits/family-toolkit  

• お子様の先生との会話に関する詳細については、Colorin ColoradoのWebサイト

をご覧ください。https://www.colorincolorado.org/article/talk-your-childs-teacher 

• Reading Rockets の 「Read a Report Card (成績表を読む)」から、より多くの情

報が提供されます。https://www.readingrockets.org/article/how-read-report-card  

• Colorin Colorado の Web サイトで子どもをサポートできる 20 の方法を学びます。

https://www.colorincolorado.org/article/twenty-ways-you-can-help-your-children-

succeed-school 

• USA Hello のページでは、お子様の学校生活をサポートする方法を多言語で紹介

しています。https://usahello.org/education/children/help-child-in-school 

• Reading Rockets のリソース「Taking a Closer Look at My Child’s Academic 

Success (私の子どもの学業成功リソースを詳しく見る)」は、家族が子どもの学

業成功をどのようにサポートできるかを説明しています。  

https://www.readingrockets.org/article/taking-closer-look-my-childs-academic-success 

https://ncela.ed.gov/educator-support/toolkits/family-toolkit
https://www.colorincolorado.org/article/talk-your-childs-teacher
https://www.readingrockets.org/article/how-read-report-card
https://www.colorincolorado.org/article/twenty-ways-you-can-help-your-children-succeed-school
https://www.colorincolorado.org/article/twenty-ways-you-can-help-your-children-succeed-school
https://usahello.org/education/children/help-child-in-school
https://www.readingrockets.org/article/taking-closer-look-my-childs-academic-success
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• 中学校の子どもたちの支援に関する詳細については、Ohio Statewide Family 

Engagement Center のウェブサイトをご覧ください。  

https://ohiofamiliesengage.osu.edu/resources/launching-your-middle-schooler-to-

success-available-in-chinese-somali-nepali-spanish-and-arabic 

• 公立図書館は、お子様が良い成績を取るための素晴らしい情報源かもしれません。

本を無料で読めるだけでなく、多くの公共図書館では宿題の手伝いや個人指導を

無料で行っています。バーチャル学習で生徒をサポートすることもあります。ま

た、コンピューターやインターネット、その他の必要な技術を利用できるように

手助けすることもできます。お近くの公共図書館を探すには、Library Ohio のウェ

ブサイトをご覧ください。https://library.ohio.gov/using-the-library/find-an-ohio-library 

• 無料の書き込みと改善ウェブサイトは、学生が執筆を改善するのに役立ちます。

https://writeandimprove.com/free 

 
これらのリソースは、Ohio 州の多言語学習者の学業、学生のウェルネス、大学およびキャリアの成果を

高めることを目的としています。このリソースは、Ohio Department of Education and Workforce と The 

Ohio State University の Center on Education and Training for Employment が、家族のサポート者、地域

社会のリーダー、学区のスタッフ、教師の献身的なグループと協力して作成したものです。 

https://ohiofamiliesengage.osu.edu/resources/launching-your-middle-schooler-to-success-available-in-chinese-somali-nepali-spanish-and-arabic
https://ohiofamiliesengage.osu.edu/resources/launching-your-middle-schooler-to-success-available-in-chinese-somali-nepali-spanish-and-arabic
https://library.ohio.gov/using-the-library/find-an-ohio-library
https://writeandimprove.com/free
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